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編集・発行 国立国会図書館。
国立国会図書館和漢書分類コード

当館では，昭和25年9月以来，印刷カード上に「日本十進分類法」新訂6版による分類

記号を付与してきたが，昭和 53年，新訂 8版が刊行されたのを機会に，本年 1月以降，整

理した図書に対しこれを採用，実施した。

分類作業の基本方針と， 表の統一的解釈についての記録ともいうべき分類コードは，本来，

長期間に亘る経験と実績があって，はじめて決定されるべきものであり，これを当初から用

意することは不可能である。従って，今回は新訂 6版のコードである「国立国会図書館和漢

書分類コードJ（春秋会 昭和 33 ), 「同補遺」（国立国会図書館昭和 42 ）を下敷に

して，急、逮取りまとめておかなければならない事項を中心に，掲載した次第である。

以後，新たに設定する都度本誌上に逐次掲載し，何れかの機会に，本版を刊行する所存で

ある。本コードは，あくまで当館における分類作業の指針であるが，新訂 8版を採用してい

る図書館の，事務上の参考資料としていただければ幸いである。



ND  C補助表（助記表〕

形式区分〔共通細目〕

-031 書誌，分献目録，索引

抄録，抄録集は，この記号を用いるo ただし「抄録，抄録集」という書名で

あっても，書誌として扱えないものには，用いない。

-04 論文，講演集．評論，エッセイ，シンポジウム，随筆，雑著

上記の項のうち， 「随筆」， 「雑著」は 0 4 9 を用いる。

-049 随筆，雑著

上記の項を新設する。

-072 特許，規格

上記の項を新設する。
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特殊主題コード

総記

0 0 7 . 6 データ処理：データベース管理システム

特定主題におけるデータ処理は，それぞれの主題のもとに収める。

例：図書館における目録の機械化 0 1 4 . 3 7 

企業におけるデータ処理 3 3 6 . 5 7 

0 1 0 . 2 図書館史

個々の図書館の歴史は 016/018 に収める。

0 1 2 . 8 図書館設備：衛生 ・機械 ・電気設備

自動機械設備は，ここに収める。

例：ヴァーテイカル ・コンベア

0 1 4 . 7 1 文書，記録，写本，貴重書

公文書の整理法は，ここに収める。

0 1 9 読書法，図書評論法

書評集は，ここに収める。

0 1 9 . 2 読書指導，読書記録

学校教科における読書指導は 3 7 5 . 8 に収める。

0 2 5 . 8 地方書誌，郷土資料目録 ＞｜＜地理区分

上記の項は，地理区分をして用いる。

027.38 個人著述目録 ・著作年譜

個人伝が 2 8 9 に分類される人の著述目録 ・著作年譜は，ここに収め，

特定主題のもとに分類される人の著述目録 ・著作年譜は，それぞれの主題の

もとに収める。

例：夏目激石著作目録 910.28 

0 2 7 . 5 逐次刊行物目録及び索引

雑誌記事索引は，ここに収める。

0 3 1 . 7 クイズ集，問答集

上記の項を新設する。

0 3 1 . 9 児童全科学習事典

上記の項を新設する。

0 3 8 ロシア語，スラヴ語，その他

その他の項には 031/037 及びロシア語，スラヴ語以外の言語によるもの

を収める。

0 4 9 雑著
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上記の項は 049.1/.9に展開し，言語区分をして用いる。

0 5 1 逐次刊行物 〔日本語 〕

上記の項は，次のとおり展開して用いる。

1 学術紀要・報告

. 2 調査研究資料

. 3 総合・評論誌

4 時事・情報・外事誌，グラフ誌

. 5 郷土誌

.6 大衆・教養・娯楽誌，漫画誌

. 7 婦人・家庭誌

8 青少年・学生誌，児童誌

. 9 その他

0 6 9 博物館

博物館の歴史一般は 069, 02 のも とで，地理区分をして用いる。

一館の歴史は 069. 6/. 7 に収める。専門博物館については，下記の項を

参照。

069.8 専門博物館

ここには，専門博物館一般を収め？特定主題の博物館は，その主題のもとに収

める。

注記のうち「もし…………の如く」は，用いない。

070.13 新聞と自由

放送の自由，放送事業における言論の自由は，ここに収める。

0 7 0 . 2 歴史・事情 米地理区分

上記の項を新設し，地理区分をして用いる。

哲学

1 0 2 . 8 哲学者列伝

上記の項を新設する。

1 0 4 . 9 雑 著

上記の項を新設する。

1 2 1 . 0 2 通史 〔日本思想 〕

上記の項を新設する。

1 3 0 . 2 通史 〔西洋哲学 〕

上記の項を新設する。
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1 4 0 . 2 心理学史

上記の項を新設する。この項は一般通史として用いる。

心理学者の個人伝は 2 8 9 に収めるが，その学説は 1 4 0 . 1 もしく

は関連主題のもとに収める。

1 4 8 . 5 方位，家相，地相，墓相

印相は，ここに収める。

1 4 9 応用心理学

注記のうち「もし...・ H ・－－－－の如く」は用いない。

1 5 1 . 5 人道主義，利他主義，社会主義

博愛主義，民主主義は，ここに収める。

1 8 5 . 5 伽藍，仏塔，党鐘

卒塔婆，板碑は，ここに収める。

1 8 6 . 8 仏像，菩薩，憂陀羅

観音信仰は，ここに収める。

歴史

2 0 2 歴史の補助学

202.2/.9 までの細目は 2 0 2 . 5考古学を除き，各国歴史の共通形式

区分として用いる。

例：日本歴史地理 2 1 0 . 0 2 2 

日本古文書学 2 1 0 . 0 2 9 

中国史年代学 2 2 2 . 0 0 2 3 

2 0 2 . 2 歴史地理学

上記の項に →： 290.18 の参照を追加する。

202.3 年代学， 1紀年法

国号は，ここに収める。

各国の年代学，紀年法は，各国史のもとに収める。

2 0 2 . 5 考古学

個々の遺跡・遺物に関する資料は，各時代のものもすべて，その国の考古学の

もとに収め，一地方史，一時代史としては取扱わない。ただし，一地方にある

遺跡・遺物の一覧は，その地方の歴史のもとに収める。

例：登目遺跡の発掘は 2 1 5 . 4 ではなく 2 1 0 . 2 

2 1 0 . 0 9 有職故実，儀式典例

一時代のものも，すべてここに収める。
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210.18 対外交渉史

明治以前までの通史を，ここに収め，各時代の交渉史は，それぞれの時代に

収める。

明治以後の交渉史は 3 1 9 . 1 に収める。

2 1 7 . 4 山陽地方一般

瀬戸内海は，ここに収める。

2 2 2 . 0 1 通史，興亡史，文化史，民族史，災異史，渉外史

上記の項のうち「災異史」， 「渉外史」を削除し，下記の項に収める。

2 2 2 . 0 1 7 災異史

上記の項を新設する。

2 2 2 . 0 1 8 渉外史

上記の項を新設する。

2 2 2 . 8 新彊：ウィク。ル自治区

突販は，ここに収める。

2 3 2 • 8 帝政時代

ポエニ戦争，マケドニア戦争， ミドラダテス戦争

上記の細目「ポエニ戦争，マケドニア戦争， ミドラダテス戦争」は 232.4 

に収める。

281.036 職員録，役員録

各主題における職員録，役員録は，ここに収めないで，それぞれの主題の

もとに収める。

例：官庁職員録 3 1 7 . 2 

2 8 9 個人伝記

上記の項は，次のとおり展開して用いる0

. 1 日本人

. 2 東洋人

• 3 西洋人

290.18 歴史地理

上記の項に →： 2 0 2 . 2 の参照を追加する。

社会科学

3 1 0 . 4 論集，評論

政治に関した内容の演説集，論文集は，国や時代に関係なく，ここに収める。

3 1 4 . 1 4 5 議事総覧〔衆議院〕
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上記の項は，次のとおり展開して用いる0

. 1 4 5 1 本会議議事録

. 1 4 5 2 委員会速記録

. 1 4 5 3 議案

. 1 4 5 4 請願

. 1 4 5 5 陳情

1 4 5 6 報告書

1 4 5 7 法律案

1 4 5 8 予算

. 1 4 5 9 決算

314.155 議事総覧〔参議院〕

上記の項は 314.145 の如く展開して用いる。

3 1 4 . 9 直接参政制度

上記の項に →； 3 1 8 . 4 の参照を追加する。

317.21/.29 行政組織，行政機構

ここには，行政組織に関するものだけを収め，各官庁の行政に関するものは，

それぞれの主題のもとに収める。

3 1 7 . 5 栄典制度：位階，勲章，褒章，国葬など

外国の制度も，すべてここに収める。

317.7/.79 警察，公安

国や地域に関係なく，すべてここに収める。

3 1 7 . 8 植民地行政

上記の項に，次のとおり注記を追加するo

〉｜＜ 母国によって地理区分

3 1 8 . 6 地方開発行政

特定地域のものは 3 1 8 . 2 のもとに収める。

3 1 8 . 7 都市問題，都市政策

特定地域のものは 3 1 8 . 2 のもとに収める。

3 2 0 • 9 法令集，判例集

上記の項のうち「判例集」を削除し，下記の項に収める口

320. 98 判例集

上記の項を新設する。

ここには，一般判例集を収め，特定主題の判例集は，その法律のも とに

0 9 8 を付加えて細分する。

例：民事判例集 3 2 4 . 0 9 8 
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3 2 4 . 2 物権法，財産法

不動産法一般は，ここに収める。

3 2 4 . 8 3 財団担当法

企業担保法は，ここに収める。

3 2 6 . 3 5 犯罪社会学

上記の項は用いないで 3 6 8 . 6 に収める。

326.36 犯罪現象

上記の項は用いないで 3 6 8 . 6 に収める。

3 2 7 . 0 3 書式集

登記書式（一般）は，ここに収める。

3 2 7 . 2 0 9 訴訟記録〔裁判記録〕

上記の項を新設する。

〔32 8〕諸法

注記のうち 「もし………・・の如く」は，用いない。

330, 59 〔経済〕年鑑，統計書など

国民所得，県民所得の統計書は，ここに収める。

3 3 1 . 8 経済各論

331.8/.88 には，一般的な概説書を収める。

各学派（33 1 . 3/. 7 7）に属する経済学者の著作や研究書のうち331.

8/. 8 8 に含まれる主題のものは 331. 3/. 77 に収める。

3 3 1 . 8 6 国豊，国民所得，社会々計， G.N.P

国民所得の理論は，ここに収め，統計書は 3 3 0 . 5 9 に収める。

3 3 1 . 8 7 消費，貯蓄，投資，者修，貧困

設備投資の理論は，ここに収める。なお，設備資金は 3 3 8 . 1 に，企

業設備投資の実態は 5 0 9 . 3 に収める。

3 3 5 . 0 3 5 名簿〔ダイレクトリ〕

会社名簿 ・要覧，商工名簿 ・要覧は，ここに収める。

3 3 5 . 4 8 社史〔社誌〕

注記のうち「但し……ーいよい」は，用いない。

3 3 6 . 1 経営政策，経営計画

経営数学は，ここに収める。

〔33 6 . 6〕 生産管理，生産工学

336.6/.69 は用いないで 5 0 9 . 6 へ収める。

3 3 6 . 7 営業管理〔業務管理〕，マーケティング

上記の項に「販売管理」を追加し， 「マーケティング」を削除する。
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「マーケティング」は 6 7 5 に収める。

336.71/.79 この項は用いないで 673/676 に収める。

338.12 金利，利子，利廻，利殖

上記の項のうち， 「利殖」は 338.18 に収めるo

注記は削除する。

338.154 債券，公社債

上記の項に →： 3 4 7 の参照を追加する。

338.155 株式

株式相場，株式投資法は，ここに収める。

338.18 利殖

上記の項を新設する，

投資一般，金儲け法は，ここに収める。

3 3 8 . 7 4 住宅金融公庫，国民金融公庫

住宅金融一般は，ここに収める。

3 4 3 . 7 経費，財政支出

補助金一般は，ここもしくは 3 4 4 に収める。

3 4 4 予算，決算

各省庁の予算，決算も，すべてここに収める。補助金一般は，ここもしくは

3 4 3 • 7 に収めるo

3 4 9 . 8 公有財産

注記「地方公共事業」を， 「地方公営事業」と訂正して用いる。

〔35 9〕 各種の統計書

上記の項は用いないで，それぞれの主題のもとに収める。

362 社会史，社会体制

家族制度は，ここに収めるo

3 6 6 . 2 9 職業，職業紹介，職業訓練，就職

産業分類，職業分類は，ここに収める。

366.6035 名簿〔労働組合〕

公務員，教職員などを除く労働組合の名簿は，一般には，ここに収める。

370.35 名簿〔教育〕

学校名鑑，教育者人名録は，ここに収める。ただし全国大学一覧は 37 7. 

0 3 5 に収める。

373.78 人事行政，勤務評定，共済組合 〉｜く教員組合→36 6 . 6 

上記の参照は，次のとおり訂正して用いる。

教員組合 →3 7 4 • 3 
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3 7 4 . 3 教職員

教職員団体，教員組合は，ここに収める。

3 7 4 . 7 9 教具，教育機器

上記の項に →： 375.19 の参照を追加する。

375.49 保健．体育科

学校における性教育は，ここに収める。

3 7 5 . 9 教科書

375. 93/. 98は375.3/.8の如く，科目別に細区分する。

参考書，ワークブックは 375.3/.8 の各科に収める。

3 7 6 . 1 5 教育課程〔幼児教育〕

幼児に対する性教育は，ここに収める。

3 7 7 . 1 3 大学教職員

全国の大学教職員，研究者名簿は，ここに収める。

3 7 7 . 2 8 個々の大学誌

4 0 2 . 1 

個々の大学の，教職員名簿，要覧は，ここに収め，付属研究機関の要覧は，

それぞれの主題のもとに収める。

自然科学

日本科学史

上記の項は，次のとおり展開して用いる。

4 0 2 . 1 日本科学史

. 1 0 5 江戸時代

〔蘭学．洋学〕

. 1 0 6 明治以後

4 0 2 . 9 科学探検 ・調査 本地理区分

上記の項を，次のとおり改める。

科学探検 ・調査，自然誌 〉｜く地理区分

探検の通俗的読物あるいは，内容が人文，自然の両面にわたるものは，地誌に

収める。

4 0 6 . 9 科学博物館 →： 0 6 9 

上記の参照は用いない。

4 0 9 科学技術政策 ・行政

上記の項を新設する。

4 1 0 . 2 数学史 〉｜く地理区分
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上記の項を新設し，地理区分をして用いる。

4 2 7 . 8 磁気学，磁化現象，磁気共鳴，磁石

磁石は 4 2 8 . 9 ; 5 4 1 . 6 6 に収める。

4 2 7 . 9 地磁気

上記の項は用いないで 450.12 に収める。

4 3 9 . 1 炭水化物，配糖体，精油，テルベン →： 5 7 6 . 6 

上記の参照を，次のとおり改める。

→： 4 6 4 . 3 ; 5 7 6 . 6 

4 3 9 . 2 ステロイド

上記の項に →： 4 6 4 . 4 の参照を追加する。

4 4 2 . 7 天体写真術 ＞｜く天体写真集 →4 4 0 . 8 

上記の参照を，次のとおり改める。

→4 4 0 • 8 7 

4 4 8 . 2 地熱，重力 →： 450.12 

上記の参照を，次のとおり改める。

→450.12 

4 4 8 . 5 季節→： 45 1 . 8 ; 4 6 8 . 5 

上記の参照のうち 4 6 8 . 5 を削除し，次のとおり改める。

→4 5 1 . 8 

450.12 地球物理学 →： 4 4 8 . 2 

上記の参照は用いない。

地磁気，電離層は．ここに収める。

4 5 0 • 9 8 自然災害誌 〉｜く地理区分

上記の項を新設し，地理区分をして用いる。

451.33 成層圏，オゾン層，電離層

上記の項のうち「電離層」は 4 5 0 . 1 2 に収める。

4 5 1 . 8 気候学 →： 4 4 8 . 5 

上記の参照は用いない。

4 6 0 . 8 7 図集，写真集〔生物学〕

生物の顕微鏡写真集は，ここに収める。

4 7 2 . 9 天然記念物植物 〉｜く地理区分

上記の項は，地理区分をして用いる。

4 8 2 • 9 天然記念物動物 〉｜く地理区分

上記の項は，地理区分をして用いる。

4 9 1 . 1 7 神経系，神経学，感覚器

神経分担、は，ここに収める。

唱

E
A

句
E
A



4 9 1 . 6 5 腫蕩，癌

腫蕩，癌一般は，ここに収める。

491.69 体質学，素質

遺伝病は，ここに収める。

4 9 2 . 4 放射線医学 →： 4 2 7 . 5 5 ; 5 4 9 . 9 6 

上記の参照は用いない。

4 9 2 . 9 看護学，各科看護法，看護婦試験

上記の項のうち， 「看護婦試験」は 4 9 2 . 9 0 7 に収める。

4 9 2 . 9 0 7 看護教育

上記の項を新設する。

看護婦試験は，ここに収める。

4 9 4 . 5 腫蕩，肉腫，癌

化学療法．放射線療法も，ここに収める。

各器官の癌の治療法は，それぞれのもとに収める。

4 9 4. 6 局所外科学

上記の項は用いないで 4 9 4 . 2 に収める。ただし 4 9 4 . 6 2/. 6 7 

は用いる。

各器官の外科手術はすべて 494. 62/. 67 に収める。

4 9 5 • 5 産科学

産科手術は 4 9 5 • 5 2 に収める。

4 9 5 . 5 2 産科手術

上記の項を新設する。

ここには，娩出手術，人工妊娠中絶術，帝王切開術などを収める。

4 9 9 . 0 9 薬業経済 ・行政 ・法令，薬の生産と流通

薬剤師は，ここに収める。

4 9 9 . 8 生薬学，和漢薬

生薬，和漢薬療法は 4 9 0 . 9 に収める。

技術

520.87 建築写真集（一般，個人）

ここには，一般的なものを収め，個々の写真集は，それぞれの主題のもとに

収める。

例：日本建築写真集 5 2 1 • 0 8 7 

京都の社寺建築（写真集〉 5 2 1 . 8 1 

住宅建築写真集 5 2 7 . 0 8 7 
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5 2 0 . 9 建築業，建築経済

住宅産業は，ここに収める。

5 2 1 . 8 6 民家，茶室

武家屋敷は，ここに収める。

5 2 9 建築意匠 ・装飾

上記の項に →： 7 5 7 . 8 の参照を追加する。

5 3 4 • 5 水圧機：水圧プレス，水圧機関

油圧機械は，ここに収める。

5 3 8 . 6 8 ジェット機，ロケット， ミサイル

上記の項のうち， 「ミサイル」を削除する。

5 3 8 . 9 7 宇宙医学，宇宙食，宇宙服 →： 4 9 8 . 4 4 

上記の項のうち， 「宇宙医学」及び，参照を削除する。

5 4 4 . 4 9 電力設備

上記の項を新設する。ただし，建築上の電気設備は 5 2 8 . 4 に収める。

5 4 5 • 6 7 舞台照明

上記の項に →： 771.55 の参照を追加する。

5 4 7 . 4 8 特殊通信，同時通信

データ通信は，ここに収める。

549.96 X線工学 →： 4 9 2 . 4 

上記の参照を，次のとおり改める。

→ ：4 2 7 . 5 5 

549. 98 粒子加速装置

サイクロトロン，シンクロトロン，ベータトロン

上記の項および細目は用いないで 4 2 9 . 2 に収める。

559.14 火砲

ロケット砲は，ここに収める。

5 5 9 • 2 2 誘導弾，ロケット弾

上記の項は用いないで 5 5 9 . 5 に収める。

5 5 9 . 5 航空兵器，誘導ミサイル ・ロケット兵器 →： 5 3 8 . 6 8 

上記の参照は用いない。

5 6 5 非鉄金属

非鉄金属の加工も，ここに収める。

5 6 6 . 6 熔接：融接，圧接

ここには，一般だけを収める。

特定目的における溶接については，それぞれの主題のもとに収める。
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例：船体浴接 5 5 2 • 8 

5 7 6 . 8 塗料，塗装

ここには，一般だけを収める。

特定目的における塗装については，それぞれの主題のもとに収める。

例：船体塗装 5 5 2 . 8 

5 8 9 . 2 被服と身廻品

アパレル産業，ファッション産業一般は，ここに収める。

産業

6 1 0 農業

6 1 0は 610/660 の総記として用いる。

例：農林水産統計は 6 0 5 . 9ではなく 610.59 に収める。

6 1 0 . 1 2 農学史

上記の項を新設する。

6 1 1 農業経済

一地域の農業に関する資料でも，内容が 6 1 1 に含まれる場合は 6 1 2 の

もとに収めないで，ここに収める。

ただし，近代以前のものは 611. 2/. 2 9 及び 6 1 1 . 3 9 を除きす

べて 6 1 2 のもとに収める。

6 1 1 . 3 8 国際食糧問題，輸出入食糧

上記の項のうち， 「輸出入食糧」は用いないで 6 7 8 . 5 に収める。

611.48 農産物貿易・関税 →： 6 7 8 

上記の項は用いないで 6 7 8 に収める。

参照を → 6 7 8 に改める。

6 1 1 • 8 2 農家経済調査

調査結果も，ここに収める。

6 1 3 . 5 8 土壌分析，土壌試験，土性調査

ここには，方法だけを収め，分析・調査結果については 6 1 3 . 5 9 に

収める。

6 1 6 食用作物

食用作物一般の栽培は 6 1 5 に収め，個々の作物栽培，育種，病虫害ま 616. 

1/. 9 に収める。

加工はすべて 6 1 9 に収める。

6 2 9 • 4 自然公園，国立・固定・公立公園

-14-



個々の公園の，案内や写真集は，地誌のもとに収める。

6 4 1 畜産経済 ・行政 ・経営

個々の家畜に関する資料も，ここに収めるo

6 4 5 家畜各論

個々の家畜の繁殖，飼料，畜舎は，ここに収めるが，畜産加工はすべて 6 4 8 

に収める。

競馬用の馬，闘犬，猟犬，軍用動物などの飼育法も，ここに収める。

6 5 1 林業経済・行政・経営

一地域の林業に関する資料でも，内容が 6 5 1 に含まれる場合は 6 5 2 の

もとに収めないで，ここに収める。ただし，近代以前のものは 6 5 2 に収める。

6 5 8 . 4 木材繊維：パルプ， リグニン

パルプ一般は，ここに収め，製紙原料として扱う場合は 5 8 5. 3 に収める。

6 6 1 水産経済 ・行政・経営

一地域の水産業に関する資料でも，内容が 6 6 1 に含まれる場合は 6 6 2 

のもとに収めないで，ここに収めるロただし，近代以前のものは 662 に収める。

6 6 3 . 7 水産植物学

個々の水産植物の，生態に関する研究も，ここに収める。

例：昆布の生態は 6 6 4 . 8 ではなく，ここに収める。

6 6 3 . 8 水産動物学

個々の水産動物の，生態に関する研究も，ここに収める。

例：いわしの回瀞は 6 6 4 . 6 2 ではなく，ここに収める。

6 6 6 水産増殖，養殖業

661.11/.18 には，一般を収め，個々の水産生物の，増殖，養殖は

666.6/.9 に収める。

6 7 3 . 3 販売管理，セールスマンシ ップ，販売促進

上記の項を，次のとおり改めて用いる。

販売，セールスマンシップ，販売促進

販売管理は 3 3 6 . 7 に収める。

6 7 4 広告，宣伝 〉｜く 33 6 . 7 4 に収めてもよい。

上記の注記は用いない。

6 7 5 マーケティング 〉｜く 33 6 . 7 に収めてもよい。

上記の注記は用いない。

ここには，マーケティング一般を収め，個々の商品の流通については，それぞれの

主題のもとに収める。

6 7 6 取引所 本証券取引所→338.16;336.79 に収めてもよい。
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上記の注記のうち， 「；…...・ H ・－－もよい」は用いないで，次のとおり改める。

〉｜く証券取引所 →338.16 

6 7 8 貿 易 〉｜く移出入を含む； 33 3 . 9 に収めてもよい。

上記の注記のうち， 「；…………もよい」は用いなし＇ o

678.13 輸出取締 ・検査，輸出入禁止，密貿易

個々の貿易品の検査も，ここに収める。

6 7 8 • 2 貿易史 ・事情 ＞｜く地理区分

各国の貿易史 ・事情は 678.21/.27 に収め，更に 2国間の貿易状

況に関する資料は 3 1 9 （外交，国際問題〉の注記のとおり ，細分して用い

いる。

例：日米貿易 6 7 8 . 2 1 0 5 3 

6 7 8 . 5 貿易品，国際商品，国際市場，国際見本市

個々の貿易品の，輸出入統計，貿易市場に関する資料も，ここに収める。

6 8 2 交通史 ・事情

近代以前の，陸上交通に関する資料は，ここに収める。

τ笠ご
三三三 体？

7 1 0 . 8 7 図集〔彫刻〕

個人の彫刻作品集 （図集〉も，ここに収める。 （絵画の場合とは異なる）

721.02 日本絵画史 〉｜く70 2 . 1 の如く区分する。例えば 721.025近

世絵画史；日本洋画史も，ここに収める。

上記の注記のうち， 「日本洋画史」は， 「近世洋風画一般」と改める。

日本洋画史は 7 2 3 . 1 に収める。

7 2 3 洋画

一国の絵画史は 723.02/.06 に収めないで 723.1/ .7 に収

めるo

ガラス絵は，ここに収め，その技法は 7 2 4 • 3 に収める。

7 2 6 . 5 挿絵，絵入本，絵本 〉｜く一般には低学年及び幼児絵本は，ここに収める。

上記の注記を削除する。

絵と文章が併載されていても，文章が，絵の説明のために掲載されているとき

は，絵画として扱い，そうでないときは，文章の方の主題に収める。

7 2 6 . 7 児童画，幼児画

上記の項に， →： 3 7 5 . 7 2 ; 3 7 6 . 1 5 7 の参照を追加する。

低学年及び幼児絵本は，ここに収める。
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7 2 8 . 2 1 日本 〔書道史 〕

個人（日本人〉の書跡集は，ここに収めるo

7 2 8 . 2 2 中国 〔書道史〕

個人（中国人）の書跡集は，ここに収める。

7 2 8 . 8 書跡集，法帖

多数の書家の書跡集は，ここに収める。

7 3 3 木版画

ここには，木版画の歴史，木版画家の伝記，画集，研究・評論及び材料・技法を収

める。

浮世絵は 7 2 1 . 8 に収める。

7 3 4 石版画

7 3 5 銅版画，鋼版画

7 3 6 リノリウム版画，ゴム版画

7 3 7 写真版画，孔版画

734/737 も 7 3 3 のとおりに用いる。

7 4 6 特殊写真

ここには，特殊写真技術一般を収める。専門分野における特殊写真は，それぞれの

主題のもとに収める。

例 ：消化器レントゲン撮影法 4 9 2 . 4 3 4 

7 4 7 写真の応用

上記の注記のうち， 「もし，ここに集めるときは...・H ・－－…の如く」は用いない。

7 6 2 . 3 ヨーロッパ，西洋 〔音楽史〕

西洋音楽史は，ここに収める。

7 6 2 . 8 音楽家＜列伝＞

一作曲家の，作品全般に関する批評，研究は，ここに収め，個々の作品につい

ては，それぞれの器楽のもとに収める。

｛列：ベートーヴェン ピアノソナタ 7 6 3 . 2 

ベートーヴェン交響曲 7 6 4 . 3 1 

7 6 3 楽器，器楽

編曲は，その原曲のもとには収めないで，編曲に用いられた楽器のも とに収める。

ただしピアノ曲の編曲は，すべてピアノ音楽に収める。

7 6 3 . 2 ピアノ

ピアノ伴奏法は，ここに収める。

7 6 5 宗教音楽，聖楽

各楽器，声楽の宗教音楽も，すべてここに収める。
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7 7 5 . 3 オペレッタ →： 7 6 6 . 2 

上記の項は用いない。参照を → 7 6 6 . 2 に改める。

7 7 5 . 4 レビュー，少女歌劇

ミュージカルは，ここに収める。

7 7 7 • 1 人形浄瑠璃→： 76 8 . 5 ; 9 1 2 . 4 

上記の項に，次のとおり注記を追加する。

〉｜〈日本地方区分はしない。

7 7 7 • 1 9 地方の人形芝居

ここでいう地方の人形芝居とは，郷土芸能としての人形芝居を指し，それら

の総集的なものでも 7 7 7 . 1 には収めないで，ここに収める。

7 8 3 . 8 8 ホッケー，クロッケー，ボーロー

ゲートボールは，ここに収める。

7 8 5 . 2 水泳，競泳，ダイビング

シンクロナイズド・スイミングは，ここに収める。

7 9 1 . 6 茶室，茶庭

茶花は，ここに収める。

7 9 8 室内娯楽

けんだまは，ここに収める。

ダーツは，ここに収める。

にヨ
話回…

8 0 2 . 9 言語政策

上記の項を新設する。

8 0 3 書誌，辞典，便覧，名簿など

2か国語辞典は，外国語対日本語のものは，外国語のもとに収め，外国語対外国語

のものは，より知られていない言語のもとに収める。ただしその判定が困難な場

合には，辞典の発行国にとっては外国語である言語のもとに収める。

3か国語以上からなる多国語辞典は 8 0 1 . 3 に収める。

8 0 9 言語生活

各国語のものも，ここに収める。

数か国対照の会話書は，ここに収める。

8 1 3 辞典〔日本語〕

発音，文法，方言などの辞典は，それぞれのもとに収める。各国語についても同様。

近世以後の節用集は，ここに収めるo
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8 2 3 . 4 故事熟語辞典，慣用語辞典〔中国語〕

上記の項を新設する。

833.9 隠語辞典，俗語辞典〔英語〕

上記の項を新設する。

8 3 6 作文，文体

英作文は，ここに収める。

8 3 7 • 4 和文英訳 本英作文は，ここに収めてもよい。

上記の項は用いないで 8 3 6 に収める。

各国語についても同様。

891.09 ギリシア先住民族の言語

上記の項を新設する。

ミノア文字は，ここに収める。

文学

900 0文学作品は，その作品の原作が書かれた言語によって分類し，原則として著者の

国籍や主題にはよらない。

一作品が， 2か国語で、書かれた場合には，著者の常用語による。

0詩あるいは戯曲の筋を，物語風に書いたものは，原著のもとに収める。

O小説を戯曲化したものは，戯曲に収める。

O児童のためになされた翻案，あるいは改作は，原著のもとに収める。

。文学にあらわれた，特定の事物，事件，地誌などに関する資料は，それぞれの文

学のもとに収める。

例：フランス文学に描かれたノリ 9 5 0 

万葉植物考 9 1 1 . 1 2 5 

0文学を資料として，特殊主題を研究したものは，原則として，その特殊主題のも

とに収める。

例：文学による太平洋戦史 210.75 

。一文学が，他の文学に及ぼした影響を扱ったものは，影響を受けた文学に収める。

O一作家が，ある国の文学上に与えた影響を扱ったものは，影響を与えた作家の伝

記に収める。

0一作家の文体，語法，作品中にあらわれた言語，事物などに関する研究は，その

作家の伝記に収めるo

例：近松語実 9 1 2 • 4 

シェークスピア・グラマー 9 3 2 
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0一作家，または一作品中の，特殊主題の研究は，その作家あるいは作品のもとに

収める。

例：小泉八雲の社会思想 930. 28 

激石の俳句研究 9 1 1 . 3 6 

0一作家の作品全般に対する評論は，主題としての文学評論には収めないで，その

作家の伝記に収める。一作品に関する評論は，その作品のもとに収める。

0一作家の，著作上の取材（筋，物語，人物のモデ‘ルなど〉に関する資料は，その

作家の伝記に収める。ただし，一作品に関するものは，その作品のもとに収める。

O文学作品にあらわれた人物の性格，思想などを扱ったものは，その人物が，実在

の人物であっても，文学のもとに収める。

0文学批評に対する評論，研究は，文学史に収める口

9 1 0 . 2 6 8 個人の伝記及び作家研究

ここには，近代（明治，大正，昭和）の小説家及び，各分野（詩歌，戯曲，

小説，随筆など）にまたがって活動している作家の，個人伝，研究を収め

る。

例：岸田国土（小説家，劇作家〉

石川琢木（歌人，詩人，小説家〉

9 1 0 . 4 論文，講演集，随筆，雑記

ここには，日本文学全般（二時代以上）にわたる評論，論文集などを収め，一

時代を対象とした評論，論文集は，その時代の文学史のもとに収める。

各国文学についても，同様に取扱う。

9 1 1 . 1 3 7 私撰集〔古代；平安時代〕

平安時代における，多数の歌人の和歌を収録したもので，しかも 9 1 1 . 

1 3 5 に入らない歌集は，ここに収める。

9 1 1 . 1 4 7 私撰集〔中世：鎌倉 ・室町時代〕

鎌倉・室町時代における，多数の歌人の和歌を収録したもので，しかも

9 1 1 . 1 4 5 に入らない歌集は，ここに収める。

9 1 1 . 1 8 歌合，曲水

各時代のものも，すべてここに収める。

9 1 1 . 3 1 芭蕉以前

貞門（松永貞徳、），談林風（西山宗因）などの門派の俳人，俳風であっても，

元禄以後のものは，それぞれの時代のもとに収める。

例：鈴木清風 9 1 1 . 3 3 

9 1 3 小説，物語

一作品の研究は，その作品のもとに収める。
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一作家（近代〉の，多数の作品を扱った評論，研究は 910.268 に収める。

多数の作家（近代）の，作品を扱った評論，研究は 910.26 に収める。

近世までのものは 9 1 3 の各時代のもとに収める。

例：「坊っちゃん.J研究 9 1 3 . 6 

江戸小説研究 9 1 3 . 5 

920. 28 伝記，作家論〔中国文学〕

上記の項を新設する。

ここには，各時代の小説家及び，各分野（詩歌，詩文，戯曲，小説，随筆な

ど）にまたがって活動している作家の，個人伝，研究を収める。

9 2 9 . 1 朝鮮文学

上記の項は，文学形式区分をして用いる。

9 3 0 英米文学 〉｜く 930.1/.8は，形式区分をする。英文学と……………米小説

の如く。

上記の注記のうち， 「英文学と…………米小説の如く。」は用いない。

930. 28 伝記，作家論〔英米文学〕

ここには，各時代の小説家及び，各分野〈詩，戯曲，小説，エッセイなど〉

にまたがって活動している作家の，個人伝，研究を収める。

940/980 についても同様に取扱う。

930.29 アメリカ文学，カナダ文学

上記の項に， 「その他」を追加する。

ここには，アメリカ文学一般，カナダ文学一般及ひ，その他の英語地域の文

学一般を収め，各作品は 931/938 に収める。

例：緋文字（ホーソン著〉 9 3 3 

アメリカ文学全集 9 3 8 
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